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投入船に積込

(1)

千波崎沖投入状況

(2)

千波崎沖投入状況



はしがき

伊豆諸島における大型魚礁の設置場所について，昭和４０～４２年度に各候補地の適地調査を行

なった結果，大島千波地先が最も適切な場所と判定された。唾

昭和４２年度において，事業費１，７６８万円をもって９８０個が大島千波地先に設置されること

になったので，魚礁の投入についての指導と，設置状況の調査，確認を行なった，また昭和４３年

度には特別調査として，昭和４２年度に設置した大型魚礁について，効果認定調査を実施したので，

これらの結果をとりまとめて報告する。

なお，昭和４５年度も引続いて事業費１，８８５万円をもって１，０６０個の大型魚礁を昭和４２年

度と同一個所に設置する予定である。したがって今回の効果調査では，魚礁設置前の同地区の漁獲

高と，設置後の漁獲高との比較調査は行なわず，昭和４４年度以降に行なう予定である。
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第１図魚礁設置個所とその近海

韓昭和４５年５月：東水試調査研究要報６５
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Ｉ大型魚礁投入指導および設置状況調査

１投入指導の概要

魚礁設置にあたっては，有効なる魚礁効果をあげるため，出来るだけ同一付近に集中的に投入

する必要があるが，同付近は直接黒潮本流と沿岸水が交叉し，流向がまちまちで流速も極めて速

く，投入船が船位を保つことは極めて困難である。したがって，予め投入予定地点に浮標を設置

し，それを目標に魚礁を投入するよう指導した。

２調査方法

投入魚礁のバラツキ及び，状態観察についてはつぎの調査方法によった。

１）５個投入毎に六分儀により，船位を測定して魚礁のバラツキ状態を調査する。

２）魚礁の投入完了後，魚探調査により魚礁の分布観察を行なう。

５）水中テレビにより，魚礁の設置状況の観察を行なう。

５調査経過及び結果

１）魚礁のバラツキ調査

大型魚礁の投入設置は，第１表のとおり昭和４２年１０月１５日に始まり，昭和４５年５

月１６日に完了した。投入時期が伊豆諸島において最も季節風が強く，海洋状態の悪い時期

に当ったので，比較的長期間にわたったが，投入当日は好天候に実施したため，予想以上に

集中的な投入が出来た。
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第１表大型魚礁投入状況

－５－

投入月日 投入個数 投入船 摘要

/'6%１ ４２．１Ｍろ ４５個 大正九（１１０本）
流向８ 、 流速1.5Ｋｔ
風力及び流速ともに強いため，船位定まらずパ
ラツキが極めて多かった。

/'6：２ ４２ｊ２．４ ６５ 〃１和吉丸（１９８本）
流向ＮＷ，流速1.5Ｋｔ，
風波強<全般的には中心よ

された。

風ＮＥ／ろ , 波浪４
り西側に広範に投入

/jI6：５ ４２１２．４ ６０ 〃

海況は上記のとおりであるが ， 中心の浮標流出．
のため，一部が中心地より１５０～２００７沁西寄り
に投入されたが，そのほかは半径１００７”以内
に設置された。

/妬：４ ４５．１．２９ ７１ 〃２喜幸九（２７０本）
流向Ｎ～ＭＷ，流速緩い，風ＳＷ／２，波浪１
中心地の南側１００ｍ付近に集中的に投入され
た。

/'5：５ ４５．２２５ ８１ 〃

流向ＮＷ～Ｗ
波浪６

， 流速1.5～２．０Ｋｔ ， 風Ｗ/５

海況悪〈北側は中心より約１５０７７Ｌ，南は１００
、と南北に投入された。

，

/'5：６ 4３．２．２７ ６４ 〃１和吉丸
流向ＳＥ，流速弱し，風
浮標が幾分北側に寄り，

NB／4 ， 波浪４
魚礁は中心より北側

１００ｍ付近に集中して設置された

/'5：７ ４５．２２８ １４６ 〃
流向Ｎ，流速弱し，風ＳＷ／５，波浪ろ
流速ほとんどなく ， 中心点付近に投入された。

/%：８ ４５．２２９ １５２ 〃

流向，流速ほとんどなし
船位の移動ほとんどなく
入された。

，

，

風NB／５，波浪５
ほ堂中心地付近に投

/'５９ ４５．５．４ １２０ 〃２喜幸九
流向Ｎ，流速２Ｋｔ前後，風ＮＥ／５，波浪４
一部は比較的中心付近に投入出来たが，北流強
きため一部は南側700～900刀しに及んだ

/'、０ ４５．５．７ １０１ 〃

流向Ｎ , 流速2.5Ｋｔ，風Ｗ／５ ， 波浪４
海況悪<操船に困難を来たしたが，全体に南側
から北東にかげて投入した｡従来東側が少ない
ので，本日は東側に多く投入した｡

/'、１ ４５．５１６ ９９ "

流向Ｓ，流速０．５～1.0Ｋｔ，風ＳＷ／ろ
波浪４

，

南流が予期以上に強かったため．全体的に中心
の南側５０～５０７几付近に集中投入された。

合計 １１回 ９８０個



投入設置にあっては，第１回目に指導船噸あずま”が投入位置を決定し，浮標を５個５０

ｍ間隔に設置して投入範囲を定め，この範囲内に投入するよう指導して，第１回目の投入を

行なった。

しかしながらこの投入方法は変更する必要が明らかになった。即ち当日の風力，流速力署

し<，加えて投入船の労力不足ＩＤあって，船位の保持が極めて困難で，また，水深８０ｍに

対し，浮標用ロープが約１２０ｍ程繰延ばしてあるので，流圧或いは風圧により，その都度

潮下に７０～９０７几の移動がみられ，バラツキが復雑になるおそれがあった，併せて海潮流

及び天候不良により，浮標用ロープが流失する心配があったので，第２回以後はその都度，

調査員が投入船に乗船し，投入予定地の中心地に目標用の浮標を設置した。没入はこの浮標
ら

を中心に行なったｶﾐ，浮標は流圧，風圧により設置点より多少移動するので，５回投入する

毎に六分儀により船位の変動を測定した。

中心地を目標として投入の実施が行なわれたが，投入地付近の流向は比較的北流或いは南

流が卓越しているため，全体的には南北に長く,点在して投入され，東西の巾は幾分少なかっ

た。投入魚礁が船位直下に設置されたと仮定して，船位の測定によるバラツキ調査の結果を，

第１回～第１１回についてとりまとめたのが第２図である。

－４－
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第２図大型魚礁のバラツキ状況想定図（昭和４２年度実施）

(投入船の船位測定による）
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全体として８０９６以上が中心地より半径１００７７し以内に投入されたと考えられ，ごく一

部が西側或いは南側２００～５００ｍ離れて投入されたが，これは目標の浮標が切断し，

流失した際に投入されたものである。

２）魚探による設置魚礁の観察

魚探調査による観察は，昭和４２年１２月１２日，昭和４２年１２月２５日，昭和４５

年５月１１日の５回実施した。

（１）昭和４２年１２月１２日の調査は，調査船噸かもめ，，により実施した。流速が速くまた

視界も幾分悪く，区画的には調査は出来なかったが，一応中心地周辺の横断調査を行なっ

た。（第５図）
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第５図魚探調査航跡と投入魚礁位置
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(2)昭和４２年１２月２５日の調査は，調査船較かもめ，，により実施した。中心付近から東，

西，南，北に航走して魚探調査を行なった。（第４図）
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第４図魚探調査航跡と投入魚礁位置

第１回及び第２回の調査では，魚礁が１６６個しか投入されておらず，全体的に投入量が

少ないので，魚探反応は少なかったが，バラツキ状態の確認は出来た。また記録ではほとん

ど一段であるが，中には２～５個積重ねとふられる個所もみられた。

なお，第２回目に中心付近で魚群の反応がみられたので，漁獲調査を一本釣によって行な

ったところ，レンコダイ，マハタ，カンパチが漁獲された。

(3)昭和４５年５月１１日の調査は，指導船蔽やしお，，により実施した。実施に当っては，中

心点付近に浮標を設置し，その浮標より８方位に調査を行なった，この航跡を魚礁のバラツ

キを想定した第２図に当てはめれば，第５図のとおりで反応もよく一致し，魚礁はほ蟹想定

どおり，設置されたことが確認出来た。

－７－
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第５図魚礁バラツキと魚探調査航跡
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５）水中テレビによる設置魚礁の観察

水中テレビによる，魚礁の設置状況の観察については指導船あずまを用いてつぎのとおり実

施した。

（１）昭和４２年１０月１５日における第１回の投入に際して，水中テレビにより海底での沈着状

態を，観察した。また同時に，水中カメラにより撮影を行なった。第１回目の投入であったの

で，投入個数も少ないため魚礁の集中度は確認出来なかった。

また，水色，透明度ともに不良のため，全体的ﾌﾟｺ把握は出来なかったが，各個体の埋没はな

く，異常なく設置されてることが確認された。

（２）昭和４５年４月１５日に，９８８ケ全量投入後における設置状態を再び水中テレビにより撮

影し，その集中度，埋没の状態等について調査した。

調査の結果では，一画面に５～９個が出現する程度の集中度が確認された。破損度について

は１０～１５％の破損がみられたが，何れも破損の程度は全損に至らず，魚礁の一辺～二辺が

折損している程度である。なおこれらの破損の大部分は投入時に，ワイヤーにて捲上げた際に

船体動揺によるショックによるものである。また埋没は全くふられなかった。積重ねの状態に

ついては，２段積みは随所にみられたが，５段積みはみられなかった。

－９－



水中テレビ観察による設置状況（１）

●

水中テレビ観察による設置状況皿
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Ⅱ大型魚礁設置効果認定調査

調査対象とする設置区は，昭和４２年１０月１５日より投入設置が始まり，昭和４５年度事業

も継続実施中である。また昭和４４年以降においても引続いて実施予定であるので，本来の意味

の効果判定は，事業完了後における調査に待たねばならない。したがって今回の効果調査は，中

間報告的なものとはなるが，一応その調査結果を取りまとめ，考察を行なった。

１調査方法

１）漁獲調査

昭和４２年度に大島千波地先に設置した大型魚礁における魚群の媚集状況について，底

刺網，釣獲により調査を行なった。

底刺網は昭和４５年９月１１日～１１月２１日までの間に，調査船祇かもめ,，（１．８８

トン）により１８日間，また釣獲は昭和４５年１０月１１日及び１０月１４日の２日間指

導船威やしお，，（１５７８トン）により，それぞれ実施した。

（１）底刺網調査

対象魚種として，アソ，サバ類，タイ類，プリ類，サメ類など魚体の大小に著しい差異

があるとみられたので，あらかじめつぎの５種の刺網を使用して，予備試験を行なった。

Ａ網（１反），太さ５号ｘ網目２０ｃｍ×網巾（目数）１５掛×長サ１８７ｎ

Ｂ網（１反），太さ５号×網目１５cm×網巾（目数）２０掛×長サ１８７皿

Ｏ網（１反），太さ５号×網目７cm×網巾（目数）４０掛×長サ１８ｍ

予備試験の結果では，Ｂ網，Ｏ網にはほとんど羅網せず，Ａ網には魚体の大小にかかわ

らず羅網することが明らかになったので，底刺網による調査は，Ａ網の一種により調査を

行なうこととした。

投網は原則として夕亥|]（１５時～１６時）に行ない，揚網は翌朝９時～１１時に行なうこ

こととした。投網位置は魚礁設置区を中心として行ない，その都度投網位置の測定をした。

また鰈揚網後羅網した魚について，その都度魚体測定を行なった。

（２）釣獲調査

釣漁具は伊豆諸島近海で，通常使用されている底魚一本釣漁具（第６図）を使用した。

－１１－



蘂壷’ 1．漁具の構造

（ｲ）道繩テトロン組糸５０～５５号４００ｍ

（ﾛ）幹繩ヒリン２分1.57ル

レリ枝繩ヒリン２分1.557ル１０本～１２本

目釣針ムツ鉋９分～１寸

鮒コマセ袋

（ﾍ）鉄鍾０．９４k９

し二
。

ｌ
ｙ

ｈⅢｋＰＬＮｌｈＷｌｈｍⅢ八－』ｈⅢｌ１ｗｌＮｒｋＷｌ０
第６図底魚一本釣漁具

釣獲は原則として，９時～１６時に魚礁設置個所を中心として行ない，釣獲した魚の

魚体測定は底刺網調査に準じて行なった。

２）漁獲物調査

底刺網及び釣獲による漁獲物について，出現魚種の漁獲分布，体長組成，食性等につ

いて調査を行ない，魚礁設置区と周辺との比較を行なった。

2．調査経過と結果

１）漁区別の調査状況

底刺網及び釣獲調査は魚礁設置とその周辺にわたるよう心がけたが，潮流，風圧波浪

等に左右され，各方向への平均的な調査は不可能であったので，底刺網においては投網

開始時と終了時に六分儀により船位を測定して，投網場所と方向を確認しておき，魚礁

設置区を中心に２００７ﾙ平方に区画した漁区分（第７図）にあてはめ，魚礁設置区を各

区画について比較検討を行なうこととした。

釣獲においても，この方法により釣獲状況の検討を行なった。

－１２－
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９回（延１７１反）投網し，その位置は第８図のとおり２２漁区に

５回（廷４，５０７ｍ）行ない，その位置は第９図のとおり１４漁区に

底刺網は１８日間に１

及び，釣獲は２日間に１

及んだ。

９９

Cｌ

ｅ

Ｃ

Ⅸ

巳

ア

ョ

第８図底刺網投網位置図

１２ろ４５６ワＳ９

ａ

８
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比
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第９図釣獲実施位置図
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各漁区毎における底刺網の使用反数，釣獲の調査距離はつぎの方法により求めた。

(1)底刺網

投網位置の測定は，六分儀を使用して三点両角法により決定した。この位置を第７図に

記入したものが第８図である。設置された一網（９反）毎に，各漁区にまたがった長さを，

その割合に従って漁区別に分割した。同様にして１９回行なった投網についても分割し，

その漁区毎の合計をその漁区の調査反数（第１０図）とした。

(2)釣獲

釣獲調査における投繩及び揚繩位置の測定も底刺網の場合と同様な方法で決定した。調

査距離は底刺網と同様にして第９図を作成し，各漁区につき調査毎の実施距離（7"）を求

め，これを合計し各漁区の調査距離（第１１図）とした。
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第１０図漁区別調査反数（底刺網による使用反数）
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第１１図漁区別調査距離（釣獲実施距離；単位､、

この結果では，底刺網は全体的に潮流，風圧の関係で，中心から西～北に多く投網さ

れ，釣獲でも南西～西～北西に多く行なわれた。また底刺網における同一漁区の最高は４．

漁区の廷２８．８反で，釣獲では５０漁区の廷９２９ｍであった。

また，魚がどの漁区で漁獲ざれたかの決定は，底刺網については揚網時に，釣獲において

は釣獲時に，それぞれ漁獲場所の記録を行ない，これを第９図，第１０図にあてはめて決定

した。

２）出現魚種及び漁獲量

漁法別，調査日別の出現魚種および漁獲尾数は第２表のとおりである。また漁獲した魚種

の分類は第５表により分類した。
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第２表出現魚種及び漁獲量

－１７－

ウ
マ
ヅ
ラ
〈
ギ

イ
ゴ
ダ
カ
ホ
デ
リ

ホ
ウ
ポ
ウ

ポ
オ
タ
カ
サ
ゴ

ユ
メ
カ
サ
ゴ

ア
ヤ
メ
カ
サ
ゴ

カ
ワ
ピ
シ
ヤ

ク
ロ
メ
ジ
ナ

キ
ダ

イ

チ
ヌ

イ

マ
ダ

イ

メ
イ
チ
ダ
イ

チ
ョ
ウ
セ
ン
》
ハ
カ
マ

ア
イ
ア
カ
イ
サ
キ

ア
カ
イ
サ
キ

マ
〈

タ

チ
カ
メ
キ
ン
ト
キ

カ
ン
パ
チ

カ
イ
ワ
リ

ス
ミ
ヤ
キ

ク
サ
ヤ
モ
ロ

ゴ
マ
サ
》
〈

上
ラ
サ
》
ハ

マ
ソ
カ
サ
ウ
オ

サ
カ
タ
ザ
メ

カ
ス
ザ
〆

ノ
コ
ギ
リ
ザ
メ

ッ
ノ
ザ
メ

ン
ロ
ザ
メ

ホ
シ
ザ
メ

ガ
イ
コ
ッ
ザ
メ

ナ
ガ
サ
キ
ト
ラ
ザ
メ

、
不
コ
ザ
ノ

△
ロ

計

底
洞
網

ｚ

ｚ

1～1２

６－ﾉ1７

１
２
３

４
５

,/i， 9～2０

６
７

１
q／

7～８

８
９

１

％ 4～1５

１０

1１

１

o/:， 6~ｿﾞ1８

１２

１５

１１
／

7～８

１４

１５

１１
／

１ ２－１５．

１６

１７

１１

/:， 9～2１
1８

１９

'j、計

１１１２１

１１２１

１１１１

５８１２１１１１１２１

１５１１４１１１

５２１７５１４５

１２１２１１１

１１５３１１５２１

１１５１０１０１１１２５

６１２４１０１４１７１１

１５２４１

７２ノ１１４２１１１２１１

５５７１８７２１５５２１１

６１２６

１２２

２ １

１７１５２１１１７１

２１１１１１１１１１１

１１１１１

１２７５４６１４８５０１９５６３２５５２６５１４２１５１７５４１７１２１１２１１

６
５
４
２
５
８
９
５
５
７
１
０
１
５
５
３
４
５
５

２
１
２

４
５
４
１
４
５
１

２
１

5７９

底
魚
本
釣

１０

/i， １

１
２
５
４
５
６
７

１

qzl ４

８
９
０
１
２
５

１
１
１
１

'1，計

１

１
１
２

２
５
７
２
４
１

１

２

１１
１

１

１

５
２
６
５
１
５
６
１

１
１

2９１５１２１ろ１

５
５
９
５
１
８
２
８
４
５
５

6５

合計 １２７５４６１４８５０１９５６５２９１２５８５６５１４２１５１８４２１２１１１２１１ ４４４



第５表漁獲魚種の分類

１）サメ類

ネコザメナガサキトラザメガイコツザメ

ホシザメホウポウンロザメツノザメ

ノコギリザメカスザメサカタザメ

２）タイ類

メイチダイマダイチダイキダイ

ろ）カサゴ類

アヤメカサゴポオタカサゴユメカサゴ

４）ノ､タ類

マハタ

５）アソ，サバ類

ゴマサパ ヒラサパ，カイワリカンパチクサヤモロ

６）チカメキントキ

７）雑魚

マツカサウオスミヤキアカイサキアイアカイサキ

チヨウセンパカマ クロメジナカハピンヤホウポウ

イゴダカホデリウマズラハキ

総漁獲尾数は４４４尾であり，この内５７９尾が底刺網で，６５尾力駒獲により漁獲され

た。

出現魚種は第５表により区別した，サメ類（９種），タイ類（４種）が多く，その他サバ

類（２種），アソ類（５種），の回勝性魚類，カサゴ類（５種），イサキ類（２種），チカ

メキントキ，雑魚（９種）等，延５５種類に及んだ。

このうち，底刺網による出現魚種はサメ類９種，タイ類４種，回勝』住魚類５種，その他チ

カメキントキ，雑魚等含めて５０種類であった，サメ類は，ナガサキトラザメ，ホンザメ，

ツノザメ，ノコギリザメ，カスザメが多く，タイ類ではチダイ，キダイの有用魚が多い，そ

のほかチカメキントキ，カイワリの漁獲も多かった。

釣獲試験では，サメ類が全く漁獲されず，タイ類２種，回勝性魚類４種，チカメキントキ，

カサゴ類各１種の計８種で，底刺網に比べはるかに種類が少なかった，また総漁獲６５尾中，

ヒラサパ，チダイが５４尾を占めていた。

－１８－



５）漁区別漁獲分布

（１）底刺網による漁獲分布

底刺網による調査は１９回行ない，５７９尾の漁獲があった。第７図の漁場区分により

反当り漁獲尾数に換算すると第１２図のとおりである。
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第１２図底刺網による区画別漁獲分布（反当り尾数）

魚礁設置区（５．）に比較して，側近の西側～南側～東側にあたる区画（５．，４．，

５ｅ’４ｅ’５ｅ’６ｅ’６．）は羅,網率がよく，１．７～5.2尾と何れも魚礁設置個所を

上廻っている。

一般に魚群は礁の潮がみに集まる習性があり，この千波崎地先の主な流向はＮ～ＮＥ～

Ｂであるので，このような結果を得たものであり，魚礁効果の一端がうかがわれた。

側近漁区に比較して，魚礁設置区における羅網率が少なかったのは，投入した刺網が魚

礁に纒絡し，刺網の展開が悪く，棒状に撚れた場合が多かったためと考えられる。

魚礁設置区の北側の漁区は０．６～1.2尾の羅網で，潮した漁区は少なかった。

魚礁設置区の北西部にあたる漁区（２ａ，２ｂ，２ｃ）ては，４．２尾以上の高率がみら

れるが，この漁区の７１％はナガサキトラザメ，ホシザメ，ツノザメ，ノコギリザメ等の

サメ類の漁獲によるもので，この魚種は一般に砂礫地に多く生息するものなのでこの結果

が設置魚礁による効果として現われたものか否かは疑問である。
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(2)釣獲による漁獲分布

釣獲による調査は１２回行ない，６５尾の漁獲があった。第７図の漁場区分による漁

区毎の漁獲尾数（１００ｍ当り）は第１５図のとおりである。
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第１５図釣獲による区画別漁獲分布

（１００７Ｌ当りの釣獲尾数）

漁獲状況は，底刺網と同様に魚礁設置区の潮がみの漁区（４ｅ’５ｅ）が多かった。一

部潮したの漁区（４ｃ，５ｂ’７ｂ）に高率がみられるが，これは潮目の影警により回勝

魚（サバ）の漁獲が多かったためである。

４）漁区別出現魚種

（１）底刺網

底刺網調査中漁獲した魚種は５０種であった。出現魚種を漁区別に表わしたものが第１４

図である。

１０種類以上出現した区画は２２漁区のうち６漁区であり，このうち魚礁設置区を含め

て周辺２００７几以内に５区画がある。

また５種類以上出現した漁区は１４漁区あって，このうち魚礁設置区周辺４０mし以内

に９区画ある。

魚礁設置区周辺４００ｍ以内の１２区画のうち５種以下のところは，僅かにろ区画だけ
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である。

周辺６００～８００ｍ以上離れた区画は，２ａ，２ｂ’２ｃ’１ｃ，１．のサメ区画を

除いて僅かに１～５種の出現である。

このように魚礁設置区を中心に多くの魚種が出現しているが，投網反数と出現魚種との

間には，第１５図に示すように正の相関（相関係数ｒ－０．８４７）があるので，中央附近

に魚種が多いとはいえず，魚礁設置区附近に魚種が多数出現しているのは，投網が同附近

に集中されたためと考えられる。
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第１４図漁区別出現魚種数（底刺網）
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(2)釣獲

釣獲調査により出現した魚種は８種であり

ある。

これを区画別に表わしたものが第１６図で

１２5456789

ｂ
、！［

、

しＣ

．

ｅ

ｆ

９

第１６図漁区別出現魚権数（釣獲）

全体に出現魚種数が少なかった為，底刺

網に比べ，差は明瞭でないが，中心区画周

辺２００７ﾙ以内に魚種が多く現われている。

調査距離と出現魚種との関係をしらべて

みると第１７図のとおり，正の相関（相関

係数γ＝０．８０）が認められ，底刺網と同

様，調査が魚礁設置区附近に集中したため

と考えられる。

●●

Ｓｇ ｒ＝０．８０●

1,000
ｍ

500

距
離

第１７図釣獲距離と出現魚種数
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５）魚種別漁獲分布

（１）底刺網による分布，各魚種について漁区別の単位漁獲量（反当り）を示したのが，第

１８－１～７図である。
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サメ類は全域にわたり漁獲がみられたが，２ａ，２ｂ’

２ｃ及び５ｃ，５．，５ｅ等魚礁設置区の西側の砂礫

地が圧倒的に多い。

タイ類は魚礁設置区を中心として靖集しており，西～

南～東側漁区がやや多く魚礁設置個所を上廻っている，

チカメキントキもほぼタイ類と同様の傾向である。

カサゴ類，ハタ類等岩礁性の魚種は魚礁設置区周辺

に多く見られる。アジサパ類は大半がカイワリで，漁

獲は魚礁設置区を中心として多く，やや潮がみの南側

漁区に多い，また２ａ，２ｂ’２ｃの漁区にも多くみ８－７その他の魚種漁匹に多い，またＺａ，Ｚｂ，ｚｃの掘匹にも表、つ

られたが，これは汐目の形成により，網なりが極端に収縮したﾌﾟこめ，好成績をあげたもの

と考えられる。

その他の魚種では，魚砺設置区及び潮がみの西～南の漁区と，北西部の深みにある漁区

（２．，２ｂ’２ｃ’１ｃ’１．）の両区域に分れる，深みの砂礫地に出現する焦鍾（カ

ワビシヤ，チヨウセンパカマ，スミヤキ，イサキ，マツカサウオ）は，魚礁設置区周辺に

は出現しなかった。

(2)釣獲による分布

各魚種について，漁区別の単位漁獲量（１００７Ｌ当り）を示したのが第１９－１～５図

である。
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タイ類は底刺網と同様に，魚礁設置区付近

に多く，サバ類は魚礁設置区付近の南側と

北部の潮したに分布がみられた，北部漁区

の分布は潮目の関係と考えられる。

その他の魚種は魚礁設置区付近に僅かに

出現した。

６）有用魚種の漁獲分布

底刺網に羅網した有用魚類について，漁

区別に単位漁獲量を示したのが，第２０－１～

５図である。（チカメキントキについては

１２５４５６７８９
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第１８－５図と重複するので省略する）
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マダイは魚礁設置区およびその西～北の側近の漁

区で漁獲されている，チダイは魚礁設置区を中心

に周辺２００７几範囲内に漁獲分布がみられ，一部

が２ｂ’１．漁区に僅かに漁獲分布がみられた，

南側は２００ｍ巾範囲外は調査してないので，そ

の外側漁区については不明である。

チダイは魚礁設置区周辺の各側近に漁獲分布が

みられ，その外側にある北部～北西部の漁区にも

漁獲分布がみられた。南側～東側の調査は，側近

］ ｂ６

]3１６１ＩＵｉＯ：Ｃ

１６ ］６－Ｚ

］；0.24i012058iU

ＪｉＵ５２ｉＯ５００２６

2i５５ｉ

０１２９１

２０－５カイワリＵ用j隻分和かみゎれだ。用側～果枳山調宜I'よ，1Rﾘﾕu＿

漁区のみに終ったので，その外側の漁区については不明である。チカメキントキあほエチダ

イと同様の傾向であるが，北西部の漁区に魚体の大きいものが出現した。カイワリは魚礁設

置区及びその周辺漁区と，北西部漁区の二ケ所に漁獲分布がみられたが，南側は魚礁設置区

の側近漁区の外側は調査してないので不明である，これらの漁獲状況から一応魚礁設置区を

中心として，有用魚種が媚集しているといえる。

なお，釣獲調査による有用魚種は出現が少なかったので，比較検討が出来なかった。

７）魚体調査

底刺網及び釣獲による漁獲物の総計４４４尾について魚体側定を行ない，第４表に魚種毎

の尾叉長と体重について最大型と最小型を示した。

また，チダイ，キダイ，チカメキントキ，カイワリ，ゴマサパ等の多獲魚種については，

尾叉長組成を第２１図に示した。
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第４表魚体調査表
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チダイは尾叉長２８～５４cmの中型群が大半を占め，キダイは尾叉長１４～５４cmに分散

して，幼魚から中型群が平均して漁獲され，伊豆諸島の各漁場に比べて幼魚の漁獲がめだ

った。

チカメキントキは尾叉長２４～５６ｃｍ間の漁獲がみられ，このうち，２６ｃｍと５２cmを中

心とした２つの群に分かれるようであり，従来の漁場に比ぺ小型群の漁獲が目立った。

カイワリは平均尾叉長２Ｚ５ｃｍで，比較的まとまって中型群が漁獲された。

ゴマサパは釣獲試験によるもので，尾叉長２４～５６(、に分散し，２８cm未満の２才魚が

大半を占めた。

サメ類ではツノサメが７２～８４cmに大半がまとまったが，ノコギリザメは１００～１４８

ｃｍ，ホンザメ５６～９２ｃｍとかなりの分散がみられた。
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第２１図魚種別尾叉長組成（黒塗部分は釣獲によるものである）

騨印は全長組成

冑内容調査，生殖巣調査については，漁獲総尾数４４４尾について全部実施したが詳細に

ついては取まとめて，次期報告に一括して述べる。

5．考察

１）婿集魚族の漁獲方法は，底刺網と一本釣漁法によったが，魚礁設置区附近は漁具の纏絡

がひどく，漁獲に相当の影響があったと考えられるので，その他の漁具（奴等）の考案が

必要である。

２）出現魚種は底刺網で５０種，釣獲では８種であった。魚瀞付近における魚種は底生魚類

が回勝性魚類よりはるかに卓越して多かった。また総漁獲数４４４尾中，５５％の１４７

尾を有用魚類が占め，サメ類は１８０尾で４０％を占めていた。

以上の結果と，本魚礁が底魚を主対象に設置されたことから考えて，将来その目的に沿

って効果を発揮することが予測される。

ろ）魚礁没置区附近はＮ～ＮＢの流向が多く，漁獲は潮上にあたるＷ～Ｓの漁区が多かった。

これは伊豆諸島の各底魚漁場と同一傾向で，魚礁による漁場形成の一端がうかがわれる。

４）漁区別の出現魚種は，魚礁設置区附近に近いほど多く出現しているが，これは調査量と

正の相関がみられるので，特に魚礁設置区に近いほど魚種数が多いとはいえない。

５）魚種別による漁獲分布は，サメ類及び深承の砂礫地に棲息する魚族は，魚礁から遠い漁

区に多く，魚礁設置区附近には少ない。タイ類等岩礁性の魚族は魚礁設置区附近に多かっ

た。これは魚礁が岩礁性魚族にすみ場として利用されていることを裏付けるものであろう。

６）有用魚種の分布は，魚礁設置区付近で１５７尾中１５５尾が漁獲され，側近漁区の漁獲

が８５％を占め一応の蟷集が認められる。

７）伊豆諸島における他の漁場に比べカイワリの出現が多かった。また，他漁場に比べキダ

イ，チカメキントキ等の幼魚～小型群の漁獲がみられたので，これら魚族の育成漁場とし
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ての可能性がある。

８）従来の出現魚種に比ペサメ類が圧倒的に多いのが目立っているが，これは従来の一本釣漁

法と今回の底刺網漁法の差異と考えられる。

９）従来千波地先漁場における年間漁獲量は，メダイが５０％以上を占めているが，今回は全

く出現しなかった。また，ヒメダイ，ハマダイ，アオダイ等の有用魚種の出現もみられなか

った。これは調査時期が一時期に限られたためと考えられる。

むすび

大型魚礁の設置に関して中間的ではあるが効果調査を行った結果，設置後，短期間ですでに有用魚

族の婿集が認められ，また，これら魚族の育成漁場としての可能性も予測された。

しかしながら，２０００個程度の投入量では平面的にみた場合は約４５００㎡で投入上におけるバ

ラツキをみてもほぼ半径１００７７z範囲に８７％，半径２００ｍ範囲に９９％が設置され，周辺i魚場を

併せても半径４００ｍ程度が利用漁場となるに過ぎない。したがって，この程度では操業船の利用に

も限度があるので，投入量の増加は勿論のこと，設置方法にも－工夫をなし，魚族の効果的な婚集と

利用漁船の効果的な安定操業を考える必要がある。

また，効果調査についても投入時点から効果発揮の時点までかなりの日数を要するものと考えられ

るので，当分の間，調査を継続する必要がある。

Ⅲ実施機関及び担当区分

１．実施機関東京都水産試験場大島分場（分場長，塩谷照雄）

２．調査船

指導船ｗあずま，，（６２．５２トン）船長藤浦紀光外１７名

指導船耐やしお'，（１５７８トン）船長菊地寅好外６名

調査船《､かもめ，，（１．８８トン）田中七郎外１名

技師草苅正技師倉田洋二技師中川政男

技師石川吉造技師折内智技師補岩田光正

草苅正岩田光正塩屋照雄

東京都大島支庁産業課水産係

ろ調査員

４．とりまとめ

5．調査協力者
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参考図表５来肪魚類の消長と漁期
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